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参考資料：広報よこはま⾦沢区版令和2年6⽉号

令和3年5⽉1⽇

 ⻄柴防災ニュース ⻄柴団地⾃治会防災部
横浜市⾦沢区⻄柴四丁⽬１−１１

ー 1 ー

前回の№４３号で「災害時の⾏動」で震災や⾵⽔害時の避難についてご紹介させて頂いておりま
すが、今回は「広報よこはま」で掲載されている避難場所の開設条件や開設者、配給物資の有無、
医療体制などが説明されていますので、改めてご紹介させて頂きます。また、拠点運営委員会の
役割等についてもレポートします。
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令和3年4月1日

新しく購入した防災機材の動作確認をしました

①カセットボンベをセットし、レバーを押し込んで固定する
②運転と書いてある方につまみを動かす
③紐を引いて作動させる（稼働音がします）

ボンベ2本で発電でき、
約2時間使えます

女性の力でも大丈夫
見事なフォームです

防災倉庫は第１と第３公園にもあります

中はこんな感じです
整頓され、見やすく
なっています

in 称名寺東公園

発 電 機 使い方

持ち手を引き出すことが
出来て、持ち運びに便利

ポータブル電源

発電機とつなぐと
電気がたまります

この箱に収納
されています

照 明 器

３６０°全方位照射でき
遠くまで照らすことが
出来ます

ソーラーパネルとつないで
太陽光での充電も可能です
ソーラーパネルも防災倉庫
に収納されています

オレンジ色の袋に入っています

開けるとこんな感じです 組み立てました

発電機、電源コード、ポータブル蓄電器、
照明器、ソーラーパネル、リヤカー3台、
救護用担架3台、救護用ベルカ担架3台ー、
防災ツールキット3組、軍手４８－１２０双
(6，8，9ブロック分なので各3台です）

コンパクトに折りたたんで
収納されています

とっさの救護が必要な時、1人で人を持ち上げることが出来ます。
緊急時に車いす利用者や歩行に時間がかかる方の移動の手助けに便利です
通常は2人担ぎで、状況に応じて1人または3人で担ぎます。

救 護 用 ベ ル カ 担 架

よく見かける担架も収納されています

リ ヤ カー

ここに収納
自治会関連のある
団体やサークルに
貸し出し可能です

コレです↓

収納物

パンクしないタイヤが使われています

( 蓄電器）

発電機と蓄電器にもつないで
点灯するか確認してみました
どちらもきちんと点灯しました
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令和3年5月1日

【西柴小学校地域防災拠点の災害時の主な役割】
(1) 安心できる避難生活の維持
(2) 的確な地域情報の収集、地域への情報提供、行政機関等との調整
(3) 地域の被災者の救護・救援

支援物資、ボランティアの受け入れ、配給

【避難所の主な備蓄品】

公助により、安心できる避難生活の維持

を目的に、給水や炊事に必要な機材や発

電機・照明機器・トイレ・通信機器・救助資

機材・応急手当用品・毛布・衛生用品 等

が備蓄されています。

食料は、水缶詰（2000缶）・クラッカー

（1000食）・缶入り保存パン（1000食）・

おかゆ（460食）・スープ（220食）等が備

蓄されています。

【避難場所の様子】
※今は間仕切り等で間隔を確保

しかしながら、避難所はあくまでも一時のものです！

備蓄品等にも限りがあります！

やはり、自助による備蓄（最低でも3日分）が

重要になると思います！！

【地域防災拠点（指定避難場所）】      

 西柴団地自治会と横浜サウス自治会の区域は、西柴小学校が指定されています。

 横浜市域で１箇所でも震度５強以上が観測された場合に開設され、   

             地域の住民が一時的に避難生活を送る場所です。 

【西柴小学校地域防災拠点運営委員会】     

 以下の方々で構成され、避難場所運営の中心的な役割を担います。  

 ①  西柴団地自治会・横濱サウス自治会の住民代表    

 ②  西柴小学校管理者 ③横浜市職員（金沢区災害対策本部学校拠点班員） 

 ④  金沢消防団第二分団団員 ⑤災害ボランティアネットワーク等   
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